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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公開番号】特開2010-157286(P2010-157286A)
【公開日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2008-334752(P2008-334752)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  21/24     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  21/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  12/14    ５３０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  12/14    ５４０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   9/06    ６６０Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月8日(2011.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用認証が必要な第１情報が記録された情報記録媒体に対して、情報の記録再生を行う
ことが可能な記録再生装置であって、
　他の記録再生装置との識別のための固有情報である装置固有情報が保存されている記憶
部と、
　少なくとも上記記憶部に保存された上記装置固有情報を用いて、上記情報記録媒体に記
録された上記第１情報の利用を許可するための第１鍵情報を生成する鍵情報生成手段と、
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を、上記情報記録媒体に記録する鍵情報
記録手段と、を備えることを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　上記情報記録媒体は、上記第１情報が記録された再生専用領域と、上記鍵情報記録手段
が記録する上記第１鍵情報を記録可能な記録可能領域と、を有するものであることを特徴
とする請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項３】
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を、自装置の記憶部に保存する鍵情報管
理手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項４】
　上記鍵情報管理手段は、上記第１鍵情報が自装置の記憶部に保存されているか否かを確
認するものであり、
　上記情報記録媒体に記録された鍵情報を読み出し、当該鍵情報の中に上記第１鍵情報が
存在するか否かを確認する鍵情報読み出し手段を備え、
　上記情報記録媒体が自装置に挿入されたときに、上記鍵情報読み出し手段によって上記
第１鍵情報が上記情報記録媒体に存在しないことが確認され、かつ、上記鍵情報管理手段
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によって上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されていないことが確認された場合に、
　上記鍵情報記録手段は、上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を上記情報記録
媒体に記録し、
　上記鍵情報管理手段は、上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を上記記憶部に
保存することを特徴とする請求項３に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　上記鍵情報管理手段は、上記第１鍵情報が自装置の記憶部に保存されているか否かを確
認するものであり、
　上記情報記録媒体に記録された鍵情報を読み出し、当該鍵情報の中に上記第１鍵情報が
存在するか否かを確認する鍵情報読み出し手段と、
　上記鍵情報読み出し手段によって上記第１鍵情報が上記情報記録媒体に存在することが
確認され、かつ、上記鍵情報管理手段によって上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されて
いることが確認された場合に、当該２つの第１鍵情報が一致するか否かを判定する鍵情報
判定手段と、を備え、
　上記鍵情報生成手段は、上記情報記録媒体が自装置に挿入されたとき、上記鍵情報判定
手段によって上記２つの第１鍵情報が一致しないと判定された場合には、ユーザ操作に応
じて、少なくとも上記装置固有情報を用いて第１鍵情報を生成することを特徴とする請求
項３に記載の記録再生装置。
【請求項６】
　上記鍵情報管理手段は、上記第１鍵情報が自装置の記憶部に保存されているか否かを確
認するものであり、
　上記情報記録媒体に記録された鍵情報を読み出し、当該鍵情報の中に上記第１鍵情報が
存在するか否かを確認する鍵情報読み出し手段と、を備え、
　上記情報記録媒体が自装置に挿入されたときに、上記鍵情報読み出し手段によって上記
第１鍵情報が上記情報記録媒体に存在することが確認され、かつ、上記鍵情報管理手段に
よって上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されていないことが確認された場合に、または
、上記第１鍵情報が上記情報記録媒体に存在しないことが確認され、かつ、上記鍵情報管
理手段によって上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されていることが確認された場合に、
　上記鍵情報生成手段は、ユーザ操作に応じて、少なくとも上記装置固有情報を用いて第
１鍵情報を生成することを特徴とする請求項３に記載の記録再生装置。
【請求項７】
　上記鍵情報読み出し手段によって上記第１鍵情報が上記情報記録媒体に存在することが
確認され、かつ、上記鍵情報管理手段によって上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されて
いることが確認された場合に、当該２つの第１鍵情報が一致するか否かを判定する鍵情報
判定手段を備え、
　上記鍵情報判定手段は、上記情報記録媒体が自装置に挿入されたときに、上記鍵情報判
定手段によって上記２つの第１鍵情報が一致すると判定された場合に、上記鍵情報生成手
段が生成した上記第１鍵情報を用いて上記第１情報を利用するための認証を行うことを特
徴とする請求項４～６の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項８】
　上記鍵情報判定手段は、上記認証が成功したか否かを確認するものであり、
　上記鍵情報判定手段が上記認証の成功を確認した場合に、上記第１情報の実行を制御す
る実行制御手段を備え、
　上記実行制御手段は、上記第１情報の実行中に上記情報記録媒体が自装置に挿入された
ときに、上記鍵情報判定手段によって上記２つの第１鍵情報が一致すると判定された場合
には、当該第１情報の実行を維持することを特徴とする請求項７に記載の記録再生装置。
【請求項９】
　上記実行制御手段が実行している上記第１情報を終了させるときに、
　上記鍵情報記録手段は、上記鍵情報読み出し手段によって上記第１鍵情報が上記情報記
録媒体に存在しないことが確認された場合には、上記記憶部に保存された第１鍵情報を当
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該情報記録媒体に記録し、
　上記鍵情報管理手段は、上記第１鍵情報が上記記憶部に保存されていないことを確認し
た場合には、上記情報記録媒体に記録された第１鍵情報を当該記憶部に保存することを特
徴とする請求項８に記載の記録再生装置。
【請求項１０】
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を用いて、上記第１情報を利用するため
の認証を行い、当該認証が成功したか否かを確認する鍵情報判定手段と、
　上記情報記録媒体に記録された第１情報を自装置の記憶部に保存する情報保存手段と、
を備え、
　上記鍵情報判定手段は、上記情報保存手段が上記記憶部に上記第１情報を保存した後、
上記認証を行うことを特徴とする請求項１～９の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１１】
　上記第１情報は、オペレーティングシステムであることを特徴とする請求項１～１０の
何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１２】
　上記第１情報に対してユーザが設定したユーザ設定情報を上記情報記録媒体に記録する
情報記録手段を備えることを特徴とする請求項１～１１の何れか１項に記載の記録再生装
置。
【請求項１３】
　上記情報記録媒体には、他の情報記録媒体との識別のための固有情報である第２鍵情報
が記録されており、
　上記第２鍵情報は、ＢＣＡ(Burst cutting area)コードを含むことを特徴とする請求項
１～１２の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１４】
　上記情報記録媒体に記録された上記第１情報は、暗号化されており、
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を用いて、暗号化されている上記情報記
録媒体に記録された上記第１情報を復号する暗号復号手段を備えることを特徴とする請求
項１～１３の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１５】
　上記情報記録媒体には、当該情報記録媒体が使用される記録再生装置の機種が予め設定
されているとともに、他の記録再生装置の機種との識別のための機種情報が第３鍵情報と
して記録されており、
　自装置の記憶部には、他の記録再生装置の機種との識別のための機種情報であって、自
装置の機種を示す自装置機種情報が保存されており、
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を用いて上記第１情報を利用するための
認証を行う鍵情報判定手段と、
　上記情報記録媒体に記録されている上記第３鍵情報と、上記記憶部に保存されている上
記自装置機種情報とが一致するか否かを判定する装置種別判定手段と、を備え、
　上記鍵情報判定手段は、上記装置種別判定手段が上記機種情報と上記第３鍵情報とが一
致すると判定した場合に、上記認証が成功したと判定することを特徴とする請求項１～１
４の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１６】
　上記鍵情報生成手段が生成した上記第１鍵情報を用いて上記第１情報を利用するための
認証を行う鍵情報判定手段と、
　上記情報記録媒体に記録されている上記第１情報を利用したときに、上記装置固有情報
を第４鍵情報として当該情報記録媒体に記録する第４鍵情報記録手段と、
　上記第４鍵情報記録手段が上記情報記録媒体に記録した上記第４鍵情報と、上記記憶部
に保存されている上記装置固有情報とが一致するか否かを判定する装置限定手段と、を備
え、
　上記鍵情報判定手段は、上記装置限定手段が上記第４鍵情報と上記装置固有情報とが一
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致すると判定した場合に、上記認証が成功したと判定することを特徴とする請求項１～１
５の何れか１項に記載の記録再生装置。
【請求項１７】
　利用認証が必要な第１情報が記録された情報記録媒体に対して、情報の記録再生を行う
ことが可能な記録再生装置の制御方法であって、
　上記記録再生装置は、他の記録再生装置との識別のための固有情報である装置固有情報
が保存されている記憶部を備えており、
　少なくとも上記記憶部に保存された上記装置固有情報を用いて、上記情報記録媒体に記
録された上記第１情報の利用を許可するための第１鍵情報を生成する鍵情報生成ステップ
と、
　上記鍵情報生成ステップにて生成された上記第１鍵情報を、上記情報記録媒体に記録す
る鍵情報記録ステップと、を含むことを特徴とする記録再生装置の制御方法。
【請求項１８】
　請求項１～１６の何れか１項に記載の記録再生装置の上記各手段としてコンピュータを
機能させるための記録再生装置の制御プログラム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の記録再生装置の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可
能な記録媒体。
【請求項２０】
　再生専用領域と記録可能領域とを有する情報記録媒体であって、
　上記再生専用領域には、上記情報記録媒体に対して情報の記録再生が可能な記録再生装
置により利用可能な第１情報が記録されており、
　上記記録再生装置には、他の記録再生装置との識別のための固有情報である装置固有情
報が保存されており、
　上記記録可能領域には、上記記録再生装置により、少なくとも上記記録再生装置に保存
された上記装置固有情報を用いて生成される、上記第１情報の利用を許可するための第１
鍵情報が記録可能であることを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２１】
　上記第１情報は、オペレーティングシステムであり、上記記録再生装置により起動され
ることを特徴とする請求項２０に記載の情報記録媒体。
【請求項２２】
　上記記録可能領域には、上記第１情報に対してユーザが設定したユーザ設定情報が記録
されていることを特徴とする請求項２０または２１に記載の情報記録媒体。
【請求項２３】
　少なくとも１つの再生専用層を有する多層構造であり、
　上記再生専用層には、上記第１情報が記録されていることを特徴とする請求項２０～２
２の何れか１項に記載の情報記録媒体。
【請求項２４】
　上記記録可能領域には、ユーザが各種情報を記録することが可能なユーザデータ領域が
設けられており、
　上記第１鍵情報は、上記記録再生装置により、上記ユーザデータ領域とは異なる非ユー
ザデータ領域に記録可能であることを特徴とする請求項２０～２３の何れか１項に記載の
情報記録媒体。
【請求項２５】
　上記第１情報は、暗号化されていることを特徴とする請求項２０～２４の何れか１項に
記載の情報記録媒体。
【請求項２６】
　上記記録可能領域には、当該情報記録媒体が使用される記録再生装置の機種が予め設定
されているとともに、他の記録再生装置の機種との識別のための機種情報が第３鍵情報と
して記録されており、
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　上記記録再生装置により、上記第３鍵情報を用いた機種の識別が行われることを特徴と
する請求項２０～２５の何れか１項に記載の情報記録媒体。
【請求項２７】
　上記記録可能領域には、複数個の上記第１鍵情報が記録可能であることを特徴とする請
求項２０～２６の何れか１項に記載の情報記録媒体。
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